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主催：佐賀大学地域学歴史文化研究センター・小城市教育委員会
お問い合せ先：小城市立歴史資料館  〒845-0001 小城市小城町158-4  TEL.0952-71-1132

「佐賀藩文政7年の政変と小城藩」「佐賀藩文政7年の政変と小城藩」
佐賀大学地域学歴史文化研究センター長  伊藤 昭弘氏 案内：小城市文化課職員

11月12日［土］
午後2時～3時30分

記念講演会 会場：小城市立歴史資料館研修室　定員：各回25名（要予約） 参加費無料

12月10日［土］
午後2時～3時30分

「小城の元武、水戸の光圀」「小城の元武、水戸の光圀」
佐賀大学地域学歴史文化研究センター准教授  三ツ松 誠氏

「小城町右原地区の石造物を巡る」「小城町右原地区の石造物を巡る」11月12日［土］
午前9時～12時（申込期限：11月11日）

文化財ウォーキング 集合場所：小城公民館三里支館　定員：20名（要予約） 参加費無料

小城市立歴史資料館 企画展示室

令和4年

11月5日　～12月18日土 日

月曜日・11/23休館午前9時～午後5時［桜城館2階］ 
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◎新型コロナウイルス感染拡大防止に伴い、イベントの変更または中止になる場合がありますのでご了承下さい。



１）佐賀藩のなかの小城藩
２）幕府・佐賀藩・小城藩－軍役をめぐって－

展示構成
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小城スマートインターより

小城スマートインター

　小城藩は、佐賀藩初代藩主鍋島勝茂の長男元

茂が、祖父・直茂の隠居料（領地）や勝茂から分

与された領地をもとに、一家（小城鍋島家）を立

てたのが始まりです。2代直能のころ小城・桜岡

に常住して城下町を形成し、3代元武から幕府か

ら、さまざまな役目を命じられました。幕府と小

城藩は直接つながりを持っていたといえます。

　いっぽうで、小城鍋島家の領地は、佐賀藩主か

ら与えられてており、小城鍋島家はあくまで佐賀

藩主の家臣でした。

　このように、幕府（将軍）―佐賀藩（鍋島本家）

―小城藩（小城鍋島家）の関係は複雑で、それ故

にさまざまな問題が起きました。

　今回の展示では、こうした佐賀藩と小城藩の

複雑な関係について、佐賀大学附属図書館所蔵

小城鍋島文庫などの史料を用いて紹介します。

佐
賀
大
学
・
小
城
市
交
流
事
業
特
別
展

題字：島 千襟

鍋
島
元
茂
書
状  

佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
小
城
鍋
島
文
庫

豊
太
閤
ヨ
リ
拝
領
之
酒
盃  

小
城
市
立
歴
史
資
料
館
寄
託

光
茂
家
中
詠
草  

小
城
市
立
歴
史
資
料
館 

所
蔵

口
宣
案  

小
城
市
立
歴
史
資
料
館
寄
託

村
梨
子
地
杏
葉
紋
揚
羽
蝶
紋
散
鼻
紙
台  

公
益
財
団
法
人
鍋
島
報
效
会 

所
蔵

徳
川
家
斉
御
内
書  

佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
小
城
鍋
島
文
庫

鍋
島
斉
直
像  

公
益
財
団
法
人
鍋
島
報
效
会 

所
蔵

小
城
藩
日
記
文
政
七
年  

佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
小
城
鍋
島
文
庫

小
城
藩
日
記
元
治
元
年  

佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
小
城
鍋
島
文
庫

小
城
藩
日
記
安
永
三
年  

佐
賀
大
学
附
属
図
書
館
小
城
鍋
島
文
庫

佐
賀
藩
と

　
　
　小城
藩

｜

本
家
と
分
家
の
複
雑
な
関
係

｜


